
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに対向する両側面部のそれぞれに斜面を有する案内軌条と、この案内軌条に跨設さ
れた摺動体とを具備しており、摺動体は、支持部及びこの支持部に一体的に形成されてお
り、それぞれが案内軌条の斜面に対向して配された一対の脚部を具備した摺動本体と、案
内軌条の各斜面に摺動自在に接触して各脚部に取り付けられた摺動部材とを具備しており
、少なくとも一方の脚部とこれに取り付けられた摺動部材との間に ばね手
段を介在させてな

る摺動装置。
【請求項２】
　摺動体は、案内軌条の上面に摺動自在に接触して支持部に取り付けられた他の摺動部材
を更に具備している請求項１に記載の摺動装置
【請求項３】
　板ばねは、短冊状であって、長手方向の両端部に山部を、この山部に挟まれて配された
谷部をそれぞれ有しており、山部の表面側が摺動部材に、谷部の裏面側が脚部にそれぞれ
接触するように、摺動部材と脚部との間に介在されている請求項 に記載の摺動装
置。
【請求項４】
　谷部は、平坦であり、又は屈曲若しくは湾曲している請求項 に記載の摺動装置。
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板ばねからなる
り、摺動部材、板ばね及び脚部には貫通孔がそれぞれ形成されており、

板ばね及び脚部の各貫通孔に緩く挿入されたスプリングピンが摺動部材の貫通孔に密に嵌
着されて摺動部材及び板ばねは脚部に保持されてい

。
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【請求項５】
　板ばねは、短冊状であって、長手方向の両端部に山部を、この山部に挟まれて配された
複数の谷部をそれぞれ有しており、山部の表面側が摺動部材に、中央の谷部の裏面側が脚
部にそれぞれ接触するように、摺動部材と脚部との間に介在されている請求項 に
記載の摺動装置。
【請求項６】
　少なくとも中央の谷部は、平坦であり、又は屈曲若しくは湾曲している請求項 に記載
の摺動装置。
【請求項７】
　両脚部とこれにそれぞれ取り付けられた摺動部材との間に、それぞればね手段を介在さ
せてなる請求項１から のいずれか一項に記載の摺動装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、互いに対向する両側面部に斜面を有する案内軌条と、この案内軌条に跨設され
た摺動体とを具備した、いわゆるスライドシフタ等の摺動装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
互いに対向する両側面部に斜面を有する案内軌条に摺動体を跨設し、摺動体と斜面との間
に、摺動部材を介在せしめてなる摺動装置は、摺動体に、直動させるべき装置、例えばロ
ボット等（以下被摺動体という）が取り付けられ、これを直動自在に支持するために使用
される。そして、がたをなくして、被摺動体の正確な移動を確保するため、摺動部材は、
一般に、摺動体にぴったりと取り付けられ、案内軌条に対しては、ほぼクリアランスなし
に摺動自在に接触して設けられている。そして、横幅の大きい被摺動体を直動自在に支持
させる場合には、図６に示すように、通常、一対の案内軌条１及び２を平行に配置して、
案内軌条１及び２のそれぞれに摺動体３、３、・・を跨設し、摺動体３、３、・・上に基
台４を取り付け、この基台４上に横幅の大きい被摺動体を配置する。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、上記のように一対の案内軌条１及び２を平行に配置し、案内軌条１及び２のそ
れぞれに摺動体３、３、・・を跨設する場合、案内軌条１及び２の全案内領域において基
台４を介して被摺動体を滑らかにＡ方向に直動自在に支持するためには、案内軌条１及び
２並びに摺動体３、３、・・のそれぞれの製作精度に加えて、一対の案内軌条１及び２の
取り付け精度が関与することとなり、案内軌条１及び２の取り付け精度、換言すれば、一
対の案内軌条１及び２の平行度が悪いと、案内軌条１及び２の一方の端部５及び６側では
、例えばその間隔７が広くなり、その他方の端部８及び９側では、その間隔１０が間隔７
よりも狭くなり、この間隔差が大きいと、端部５及び６側若しくは端部８及び９側のいず
れかで、基台４を介して連結された摺動体３、３、・・の滑らかな移動ができなくなり、
したがって案内軌条１及び２並びに摺動体３、３、・・のそれぞれ自体の製作精度が所望
に得られていても、全案内領域において基台４を介して被摺動体を直動自在に支持するこ
とが困難となる。換言すれば、上記の従来の摺動装置では、所望の平行度を得るために、
一対の案内軌条１及び２の取り付けに多くの時間と手間とを要することとなる。
【０００４】
本発明は、前記諸点に鑑みてなされたものであって、その目的とするところは、一対の案
内軌条の平行度が所望に得られない場合であっても、摺動体の移動を確保し得、而して被
摺動体を直動自在に支持することができ、しかも一対の案内軌条の取り付け時間及び手間
を低減し得る摺動装置を提供することにある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
本発明によれば前記目的は、互いに対向する両側面部のそれぞれに斜面を有する案内軌条
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と、この案内軌条に跨設された摺動体とを具備しており、摺動体は、支持部及びこの支持
部に一体的に形成されており、それぞれが案内軌条の斜面に対向して配された一対の脚部
を具備した摺動本体と、案内軌条の各斜面に摺動自在に接触して各脚部に取り付けられた
摺動部材とを具備しており、少なくとも一方の脚部とこれに取り付けられた摺動部材との
間にばね手段を介在させてなる摺動装置によって達成される。
【０００６】
本発明では、摺動体が、案内軌条の上面に摺動自在に接触して支持部に取り付けられた他
の摺動部材を更に具備していてもよい。ばね手段は、好ましい例では、皿ばね又は板ばね
からなるが、その他のばねであってもよい。板ばねとしては、短冊状であって、長手方向
の両端部に山部を、この山部に挟まれて配された谷部をそれぞれ有したものであってもよ
く、この場合、山部の表面側を摺動部材に、谷部の裏面側を脚部にそれぞれ接触するよう
にして、当該短冊状の板ばねを摺動部材と脚部との間に介在させてもよい。谷部は、平坦
であっても、又は鋭角状若しくは鈍角状に屈曲若しくは湾曲していてもよい。また、短冊
状の板ばねは、谷部を複数個設けて形成してもよく、この場合、少なくとも中央の谷部は
、平坦であっても、又は鋭角状若しくは鈍角状に屈曲若しくは湾曲していてもよい。なお
、両脚部とこれにそれぞれ取り付けられた摺動部材との間に、それぞればね手段を介在さ
せてもよい。
【０００７】
ばね手段として短冊状の板ばねを用いる場合には、一例として、板厚０．４ｍｍ程度のば
ね用冷間圧延鋼帯（ＪＩＳ　Ｇ　４８０２　Ｓ５５Ｃ－ＣＳＰＢ）を熱処理により硬度Ｈ
ｖ３８０～４２０とし、これを短冊状にプレス成形後、熱処理として焼鈍（３５０度～４
５０度　１時間）して得たものを挙げることができる。短冊状の板ばねのばね反力として
は、変位１．００ｍｍ～１．５０ｍｍにおいて５ｋｇｆ～２０ｋｇｆ程度のものが好まし
い。
【０００８】
【作用】
本発明の摺動装置では、摺動本体の各脚部に、ばね手段を介在させて摺動部材が取り付け
られており、摺動体は、案内軌条の斜面に対する摺動部材の摺動により、案内軌条に案内
されるように、移動可能である。そして少なくとも一方の摺動部材は、ばね手段を介在さ
せて摺動本体の脚部に取り付けられているため、一対の案内軌条の取り付け精度にそれほ
ど拘束されることなしに、ばね手段の伸縮により摺動体の案内軌条に対する滑動が保証さ
れる。
【０００９】
次に本発明を、図に示す好ましい具体例に基づいて更に詳細に説明する。なお、本発明は
これら具体例に何等限定されないのである。
【００１０】
【具体例】
図１から図４において、本例の摺動装置２１は、互いに対向する両側面部２２及び２３に
斜面２４及び２５を有する案内軌条２６と、案内軌条２６に跨設された摺動体２７とを具
備している。
【００１１】
案内軌条２６は、滑らかな平坦な上面２８とこれに隣接した上述の斜面２４及び２５とを
有した断面逆三角形状の案内部２９を基部３０上に一体的に形成してなる。なお、案内部
２９としては、このような断面逆三角形状のものに限らず、例えば断面台形状のものであ
ってもよい。
【００１２】
摺動体２７は、厚板状の支持部３１、支持部３１から一体的に下方に伸びて形成されてお
り、それぞれが案内軌条２６の斜面２４及び２５に対向して配された一対の脚部３２及び
３３並びに支持部３１、脚部３２及び３３のそれぞれに一体的に形成された補強リブ部３
４及び３５を具備した摺動本体３６と、案内軌条２６の斜面２４及び２５の各々に摺動面
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３７及び３８が摺動自在に接触して脚部３２及び３３の各々に取り付けられた摺動部材３
９及び４０と、案内軌条２６の上面２８に摺動自在に接触した摺動面材４１が設けられて
おり、ボルト４２により支持部３１に取り付けられた摺動部材４３とを具備している。摺
動部材３９は、基部３９ａと、基部３９ａに固着された摺動面材３９ｂとからなり、摺動
面材３９ｂの一方の面が摺動面３７を構成している。摺動部材４０も摺動部材３９と同様
に形成されている。
【００１３】
少なくとも一方の脚部、本例では、両方の脚部３２及び３３とこれに取り付けられた摺動
部材３９及び４０との間にはそれぞればね手段４４及び４５が配されており、ばね手段４
４は、短冊状の板ばね４６からなり、長手方向の両端部４７及び４８に山部４９を、山部
４９に挟まれて配された平坦な谷部５０をそれぞれ有しており、山部４９の表面５１側が
摺動部材３９に、谷部５０の裏面５２側が脚部３２に接触するように、摺動部材３９と脚
部３２との間に介在されている。摺動部材３９及び板ばね４６は、脚部３２の内面５３に
形成された凹所５４に、それぞれ配されて位置決めされており、板ばね４６の両端部４７
及び４８は、基部３９ａに形成された凹所３９ｃに、当該板ばね４６の長手方向の弾性的
伸長が可能なように、配されて位置決めされている。ばね手段４５も、板ばね４６と同様
に形成された短冊状の板ばね５５からなり、板ばね５５は、板ばね４６と同様にして摺動
部材４０と脚部３３との間に介在されている。なお、板ばね４６及び５５は、摺動体２７
が案内軌条２６に嵌装された状態で、若干伸張し得るように、摺動部材３９と脚部３２と
の間及び摺動部材４０と脚部３３との間にそれぞれ配されている。換言すれば、摺動部材
３９及び４０は、対応の板ばね４６及び５５により弾性的にそれぞれ対面する斜面２４及
び２５に向かって付勢されて、脚部３２及び３３に対して可動となるように、当該脚部３
２及び３３にそれぞれ取り付けられている。
【００１４】
摺動部材３９、板ばね４６及び脚部３２には、貫通孔６１、６２及び６３がそれぞれ形成
されおり、貫通孔６２及び６３に緩く挿入されたスプリングピン６４が貫通孔６１に密に
嵌着されて摺動部材３９及び板ばね４６は脚部３２に保持されている。貫通孔６３にはプ
ラグ６５が装着されている。摺動部材４０及び板ばね５５もまた、上記と同様に、貫通孔
７２及び７３に緩く挿入されたスプリングピン７４が貫通孔７１に密に嵌着されて、脚部
３３に保持されおり、貫通孔７３にはプラグ７５が装着されている。
【００１５】
以上のように形成された摺動装置２１は、横幅の大きい被摺動体を直動自在に支持する場
合には、案内軌条２６に対応する図６に示すような案内軌条１及び２のそれぞれに複数の
摺動体２７が嵌装され、支持部３１上に基台４が取り付けられて、用いられる。そして摺
動装置２１では、摺動部材３９及び４０が、対応の板ばね４６及び５５により弾性的にそ
れぞれ対面する斜面２４及び２５に向かって付勢されて、脚部３２及び３３に対して可動
となるように、当該脚部３２及び３３にそれぞれ取り付けられているため、図６に示す案
内軌条１及び２の一方の端部５及び６側で、その間隔７が広くなり、その他方の端部８及
び９側で、その間隔１０が間隔７よりも狭くなるように、すなわち平行度が悪く案内軌条
１及び２が固定されたとしても、脚部３２及び３３に対する摺動部材３９及び４０のそれ
ぞれの変位により、これを補償して案内軌条１及び２に対する摺動体２７のＡ方向の滑動
を保証するようになる。
【００１６】
ところで、弾性手段の板ばねとしては、上記の板ばね４６及び５５に代えて、例えば、図
５（ａ）又は（ｂ）に示すような板ばね８１又は８２であってもよい。図５（ａ）に示す
板ばね８１は、短冊状であって、長手方向の両端部８３及び８４に滑らかに湾曲した山部
８５を、山部８５に挟まれて配された滑らかに湾曲した谷部８６をそれぞれ有しており、
そして山部８５の表面８７側を摺動部材３９（４０）に、谷部８６の裏面８８側を脚部３
２（３３）に接触させるようにして、板ばね８１を摺動部材３９（４０）と脚部３２（３
３）との間に介在させてもよく、図５（ｂ）に示す板ばね８２は、長手方向の両端部９１
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及び９２に滑らかに湾曲した山部９３を、山部９３に挟まれて配された滑らかに湾曲した
複数の谷部９４をそれぞれ有しており、そして山部９３の表面側９５を摺動部材３９（４
０）に、中央の谷部９４の裏面９６側を脚部３２（３３）に接触させるようにして、板ば
ね８２を摺動部材３９（４０）と脚部３２（３３）との間に介在させてもよい。
【００１７】
【発明の効果】
以上のように本発明によれば、一対の案内軌条の平行度が悪い場合であっても、摺動体の
移動を確保し得、而して被摺動体を直動自在に支持することができ、しかも一対の案内軌
条の取り付け時間及び手間を低減し得る。
【図面の簡単な説明】
【図１】（ａ）は、本発明の好ましい一具体例の一部破断斜視図であり、（ｂ）は、本一
具体例に用いられている板ばねの詳細斜視図である。
【図２】図１に示す一具体例のＩＩ－ＩＩ線断面図である。
【図３】図１に示す一具体例に用いられている板ばねの詳細図である。
【図４】図２に示すＩＶ－ＩＶ線断面図である。
【図５】（ａ）及び（ｂ）は、本発明に用いることができる板ばねの他の例の詳細図であ
る。
【図６】従来の摺動装置の説明図である。
【符号の説明】
２１　摺動装置
２４、２５　斜面
２６　案内軌条
２７　摺動体
３１　支持部
３２、３３　脚部
３６　摺動本体
３９、４０　摺動部材
４４、４５　ばね手段
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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